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気持ちのよい「秋晴れ」の日が続いています。登校してきた子どもたちの挨拶も、一段

と爽やかに感じます。勉強するにも、体を動かすにもふさわしくて、「何かしたいな」と
いう気持ちが高まる季節です。 
そんな恵まれたなか、１０月末から、学習発表会が始まりました。発表会に向けて練習

している姿を見ていると、つい頬が緩みます。高学年の子どもたちは台詞や台本も自作し
ているので、一層熱がこもっていると感じます。みんなで相談したり、練習したりしてい
るので、途中で、意見の行き違いやうまくいかないことも出てきます。これをお互いに歩
みよったり、時には誰かに仲介してもらったりしながら、解決していきます。こういった
時間が、子どもたちにはかけがえのない時間、学校ならではの時間だと思います。見てい
ると、成功させてあげたいと願うのですが、途中で失敗したり、挫折したりする経験も、
長い目で見ると成長の糧であるとも思います。発表会を終えた後の職員室で、担任の先生
が子どもたちの奮闘ぶりを語る様子をみると、学校ってよいものだな、子どもたち同士の
関わりや子どもたちと先生、お家の方との関わりは大切だなと改めて感じます。 
少し前に、金間大介さんが著した

「先生、どうか皆の前でほめないで
下さい-いい子症候群の若者たち-」
という本を読んだことを思い出し
ます。現在、「ほめられたくない、
目立ちたくない、埋もれていたい
…」と考えている大学生が増えてい
るというのです。（右のボックス参
照）このような若者が増えていると

いうことは、私たち学校としても考
えさせられるものがあります。自分
で決めてやりとげることや、仲間や
様々な人とじかに関わること、そし
て達成感を味わうことなどの経験
が小学校では必要だと感じています。 
 学習発表会を通して、子どもたちは仲間と先生と切磋琢磨しています。お父さんやお母
さん、大勢のみなさんの前で発表をするというだけでも「大きな圧」がある取組です。子
どもたちが何度も練習して、力を振り絞る晴れ舞台。ぜひ、ご覧いただき、子どもたちに
励ましの言葉をかけていただければと思います。 
 
祝 東松快征 投手  オリックス３位指名（加木屋小 平２９年度卒） 

 

【現在の大学生像】 

・周りと仲良くでき、協調性がある 

・学校や職場などでは横並びが基本 

・５人で順番を決めるときは３番目か４番目を狙う 

・人の意見はよく聞くけど、自分の意見は言わない 

・匿名なら発言できる 

・タテのつながりを怖がり、ヨコの空気を大事にする 

・授業や会議では後方で気配を消し、集団と化す 

・オンラインでも気配を消し、集団と化す 

・自分を含むグループ全体に対する問いかけには反応しない 

（「先生、どうか皆の前でほめないで下さい」より） 

https://www.edtokai.jp/kagiya-e/


２年校外学習 ※３日 １年校外学習 ※４日 ５年出前授業 ※５日

 

 

 

 

 

学校訪問 ※11日

 

 

 

 

 

火災避難訓練 ※17日

 

 

 

 

 

４年学習発表会 ※24日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年校外学習 ※27日

 

 

 

 

 

５年学習発表会 ※31日 

  

１日(水) ２年学習発表会 １４日(火) ②③3-2,4消防署見学 

 図書館まつり（～３０日） １５日(水) ②～④６年学習発表会 

２日(木)  １６日(木)  

 釜石交流報告会 ⑥あり １７日(金) ２年校外学習（町探検） 

３日(金) 文化の日 ●  ２０日(月) かぎやあいさつ運動 

７日(火) 教育相談 ２２日(水)  

８日(水) 教育相談  ③３年人権教室 

９日(木)  ２３日(木) 勤労感謝の日 ●  

１０日(金) １年学習発表会 教育相談 ２４日(金) 県民の日学校ホリデー 

１３日(月)  ２９日(水)  

 ②③3-1,3消防署見学 ３０日(金)  

 

かぎやっ子日記 

ＱＲコード 

 


